





The Influence of American Anthropology on the Allied Forces 
during the War with Japan and the Occupation Period: 
Corporation between American Applied Anthropology and 

















員 と し て 作 成 し た 軍 事 レ ポ ー トNO.25“JAPANESE BEHAVIOR 
PATTERNS”（Benedict 1945），③ジョージ・マードックが中心となり，ア































































































































































た。彼はその間，1949年にHandbook on the Trust Territory of the Pacific 
Islands; a Handbook for Use in Training and administrationという書籍を






































会 長（1948-1949） と な るCharles LoomisのWartime Impacts Upon the 
Schoolsという論文が，また「インダストリー」の項目には同じCharles 
LoomisとNellie Loomisの 共 同 執 筆 論 文“Skilled Spanish-American War-






Ruth Useemの 共 同 執 筆 論 文“Wartime Employment：Cultural 
Adjustments of the Rosebud Sioux”や「人種」の項目に，大戦中であった
日本人に関するエンブリーの論文“Section on Reports and Memoranda: 
Dealing with Japanese-Americans”が掲載されている。
　第三巻一号（1943年10月－12月）には「教育」の項目に，同会第六代会長
（1949－1950）となるMargaret Meadの“Notes on the Work of the Colonial 




MalamudとRachel Stephensonの 共 同 執 筆 論 文 で あ る“A Study of the 
Rehabilitation of Neuro-Psychiatric Casualties Occurring in the Armed 
Forces”が，「発展」の項目では，James MontgomeryとOlen Leonardの共
同執筆論文である“Settlement and Post-War Planning”が掲載された。これ
も戦後処理に関する論考である。第三巻三号（1943年4月－6月）では「方法
論」の項目に，当時の「応用人類学会行政・社会研究委員会コーディネータ










に関する“Japanese Administration at the Local Level”というレポートが掲
載されており，戦前に日本の村社会のモノグラフを作成したエンブリーに注
目が集まっていることが伺いしれよう。
　 第 四 巻 三 号（1945 年 夏 ） で は，「 軍 事 」 の 項 目 で，John Useemの
“Governing the Occupied Areas of the South Pacific: Wartime Lessons and 
Peacetime Proposals”という戦後処理に関する論文が掲載されている。第四
巻四号（1945年秋）では，Resettlementの項目でEdmund Brownが執筆し




“Military Government in Saipan and Tinian: A report on the organization 
of Susupe and Churo, together with notes on the attitudes of the people 
involved”という論文が掲載されている。日本支配下であった太平洋諸島に
研究の関心が広がっていることが理解できよう。第五巻二号（1946年春）に

























“Community Analysis at Heart Mountain Relocation Center”という論文と，
Katharine Luomalaの“California Takes Back its Japanese Evacuees: The 
Readjustment of California to the Return of the Japanese Evacuees”という
論文が掲載されている。
　第六巻一号（1947年冬）には，「再定住」の項目で，Katharine Luomala
の“Community Analysis by the War Relocation Authority Outside the 
Relocation Centers”という論文が掲載され，強制収容所から退去した日本人
捕虜たちの状況に関するレポートが紹介されている。第六巻三号（1947年
夏 ） に は，「 コ ミ ュ ニ テ ィ」 の 項 目 にJohn Rademakerの“Community 
Analysis in a Free Community in Peacetime: The Article is a Report of 
the Work of the Anthropology War Research Laboratory”という論文が掲
載され，戦時中の戦争研究機関の戦後の役割に関し考察が展開されている。
第六巻四号（1947年秋）の「軍事」の項目では，Joel Montague, Jrの“Social 
Factors in Combat Fatigue”という論文が掲載され，参戦したアメリカ兵の
戦後の精神状態等に関する分析結果が報告されているとともに「ミクロネシ
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　 第 七 巻 一 号 に は，Katharine Luomalaの“Research and the Records of 
the War Relocation Authority”という論文が掲載されている。
　第八巻三号（1949年夏）には「軍事」の項目で，John Montgomeryの









れ，William Lessaが執筆した論文“The Place of Ulithi in the Yap Empire”
が掲載されている。第９巻２号（1950年夏）には，「軍事」の項目内に
Edward Hall Jr.のトラック諸島に関する論文“Military Government on 
Truk”が掲載されている。
　第九巻四号（1950年冬）にも「軍事」の項目に，Thomas Gladwinの論文










































（Council for Intercultural Relations）に呼ばれ，後にインスチチュート・フ


























　「1943 年の夏，私（ミード）は戦時情報局（Office of War Information）
の講演，そして異文化間理解のために文化人類学を応用する目的で英国へ行
った。グレゴリー・ベイトソンは日本関連の仕事をするため戦略部門局
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